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 事業概要 

遷音速バフェットとは,遷音速飛行中の航空機において,翼上面に発生する衝撃波が振動する現象で
あり,航空機の安全性に大きな影響がある． 

これまで,スパン方向に一様な形状を持つ 2 次元翼におけるバフェットが広く研究されてきた．一方,
現実の航空機により近い 3 次元翼におけるバフェット現象の研究例は多くない．3 次元翼におけるバ
フェットでは,スパン方向に衝撃波面が伝播することが知られているが,そのメカニズムの解明は不十
分である． 

本事業では,3 次元翼におけるバフェット現象のメカニズムを明らかにすることを目的とする．後退
角を変更した平行四辺形状の翼モデルについて CFD（Computational Fluid Dynamics）解析を実施し
た．その結果,スパン方向への衝撃波面の伝播を再現することができた．また,翼後縁で発生する圧力波
のコード方向への伝播が観察された． 

 

 JSS2 利用の理由 

本事業で解析した 3 次元バフェット現象は複雑な非定常流れであり,その解析には多くの計算資源を
必要とする．そのため,スーパーコンピュータの利用が必須となる．また,大きな容量となる計算結果の
分析にあたっても大容量メモリが必要となる．よって,数値計算の実行及び非定常データの分析に JSS2
を利用した． 

 

 今年度の成果 

(図 1)および(図 2)に後退角 0°と 15°のケースにおける表面圧力係数 Cp の時間変動を示す．図 1
の後退角 0°の結果をみると,衝撃波面が主に翼弦方向に振動している．また,振動は翼幅方向に一様で
あり,現象は 2 次元的である．一方図 2 の後退角 15°の結果をみると,衝撃波面がスパン方向に伝播し
ている様子が観察でき,3 次元的な現象が発生している．また,衝撃波の伝播は翼の中間あたりから起き
ていることもわかる． 
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(図 3)に後退角 15°のケースで翼後縁から発生する圧力波（クッタ波）を可視化した連続画像を示

す．キャプションは無次元時刻を示している．図 3 をみると,クッタ波は翼後縁に対して平行に発生し,
上流へと伝播している． 

以上のように,本研究では 3 次元バフェットの再現に成功した．また,翼後縁で発生したクッタ波が翼
弦方向に伝播する様子を観察した． 

 

 
図 1 表面圧力係数の時間変動（後退角 0°） 

 

 
図 2 表面圧力係数の時間変動（後退角 15°） 
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図 3 翼後縁で発生したクッタ波の伝播 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：0.92 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 7,331,969.95 0.96 
SORA-PP 40,867.27 0.51 
SORA-LM 180.59 0.09 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 104.90 0.07 
/data 19,531.26 0.36 
/ltmp 3,906.25 0.29 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 93.24 4.01 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 MPI 
スレッド並列手法 N/A 
プロセス並列数 320 
１ケースあたりの経過時間 60.00 時間 
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